
いじめ・暴力ゼロ市民運動の取組 

丹波市立大路小学校 

〇縦割り班活動 

  隔週水曜日に 6 年生が中心になって、昼休みに縦割り班での活動や遊

びを行っている。異学年同士で仲良く遊んだり活動したりすることで、

お互いの絆を深め、相手を大切にする心を育んでいる。今年度から、縦

割り班掃除を、１学期の途中から始めるようにした。できるだけ、上級

生と下級生が関わる機会を早めることで、上級生としての自覚も芽生

え、下級生にとって優しく掃除を教えてくれたり、遊んでくれたりする

存在となることができる。教職員も共に掃除や遊びをしながら見守るこ

とで、児童の共通理解等に役立っている。 

〇児童集会（いじめ暴力ゼロ） 

  6 年生が『わたしのせいじゃない』

という絵本を使った人権学習に取

り組んだ。その時の様子を 6 年生が、

授業形式の劇にした。そして、『いじ

めをゆるさない教室にするにはど

うすればいいか』を、全校生に考え

てもらうよう呼びかけた。 

 【みんなで考えたことを教室に掲示し、常に意識して行動できるようにした】 

 ・一人にしない・みんなのことをもっと知る・気づかい・自分の言動をふりかえる・決めつけない・い

じめに気づくことができる・いじめを見たり聞いたりしたら、行動をおこす（注意する・相談する） 

〇自分発見・ひみつの友だち・大路っ子発見の取組 

 【自分発見】…自分の良さを見つける活動 

【ひみつの友だち】…同学年で友だちの良いところを見つけ合う活動 

【大路っ子発見】…縦割り班で異学年の友だちの良さを見つける活動 

＊これらの活動は、自己肯定感や自己存在感を高め、友だち同士の絆をつくる取り組みとなっている。 

【成果】 

 ・異学年同士で活動することで、上級生は相手を思いやる優しさの醸成につながり、下級生は、上級生

に対して信頼感を持つことができている。そして、明るく温かい学校の雰囲気につながっている。 

 ・「ひみつの友だち」等は全員分を参観日に合わせて掲示するので、保護者にも、自分の子どもやその

友だちがお互いを認め合えていることを感じてもらうことができる。 

・いじめ暴力ゼロの取組は、各クラスでしっかりと話し合うことを取り入れ、児童一人一人が自分事と

して考えていく機会となっている。 

【課題】 

 ・取組を継続していくことが大切だが、形骸化にならないような工夫が必要である。 


